
「 『信念・信仰』 から宗教性は捉えられるか」
西脇 良

（南山大学）

日本心理学会第89回大会公募シンポジウム

宗教を信じる（信念、信仰）とはいかなることか？
－実証的宗教心理学の挑戦（4）－

Faith toward Religion: What does it mean to believe?
―The challenges facing the field of psychology of religion (4)―
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発表の趣旨・目的

「信念・信仰」の枠組みでは捉えきれない日本人の宗教性について
検討する。新たな枠組み構築の手がかりとして、２つの視点：

「宗教的自然観」に関する実証研究

「無宗教」現象 うち Religious Indifference
（宗教的無関心）

をとりあげ、宗教性にかかわる心理学的研究を補完する
02



発表順序

① 国際比較調査からみる日本人の宗教性

② 「宗教的自然観」に関する実証研究

③ Religious Indifference（宗教的無関心）

④ まとめ
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① 国際比較調査からみる日本人の宗教性

宗教性(religiosity）

Glock & Starck (1965)
信念的 ideological 次元

儀礼的 ritualistic 次元

経験的 experiential 次元

知識的 intellectual 次元

結果的 consequential 次元
（社会的態度・ライフスタイル）

Saroglou (2011) 4Bmodel
信念 believing 次元

行動 behaving 次元

つながり bonding 次元

帰属 belonging 次元
（宗教アイデンティティ）
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宗教性を捉える国際比較調査例
World Values Survey (WVS)
International Social Survey Programme (ISSP) 

– Religion Modules
Pew Research Center – Religion & Public Life
European Values Study (EVS)
Gallup World Poll

（他にWHOQOL-SRPB (Spirituality, Religiousness and Personal Beliefs) 
Modules）

① 国際比較調査からみる日本人の宗教性
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① 国際比較調査からみる日本人の宗教性

ISSP 2018 Religion IV 項目群 （4Bモデルによる分類例）
Believing（信念）

V20 神の存在
V21 神信仰（過去と現在）
V22–26 超自然信念（死後・天国・地獄・奇跡

・祖先霊）
V27–32 人生観（意味・運命・神の計画）

Bonding（つながり/宗教経験）

V43 祈りの頻度
V44 宗教活動への参加
V47 聖地巡礼
V48 信仰心・信心

Behaving（行動）

V40–42 幼少期の礼拝頻度（母・父・本人）
V45 宗教的読書
V46 家庭祭壇等
JP_LOCAL1–4 神棚・仏壇・初詣・お盆墓参

Belonging（帰属）

V33 宗教内での男女平等
V35 父親の宗教
V37 母親の宗教
V39 自分の宗教
V49 宗教/スピリチュアル/無宗教(アイデンティティ)
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① 国際比較調査からみる日本人の宗教性

（%）
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① 国際比較調査からみる日本人の宗教性
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① 国際比較調査からみる日本人の宗教性
Q）「次のAからEにあげたことがらはあると思いますか、それともないと思いますか。

Ａ～Ｅそれぞれについて、あなたのお気持ちに一番近い番号に１つずつ〇をつけてください。」

Ａ）死後の世界 Ｂ）天国 Ｃ）地獄 Ｄ）宗教的奇跡 Ｅ祖先の霊的な力

（%）
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① 国際比較調査からみる日本人の宗教性

(％)
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① 国際比較調査からみる日本人の宗教性
Q）「次のAからFのような考え方について、あなたはどのように思いますか。 Ａ～Fそれぞれについて、

あなたのお気持ちに一番近い番号に１つずつ〇をつけてください。」

（%）11



① 国際比較調査からみる日本人の宗教性

宗教性(religiosity)を「信念・信仰」／Believingの観点で捉え
ようとすると、比較的「わからない」（DK, Can’t choose）回答
率が高くなる

別の「アンテナ」が必要ではないだろうか？

別の index of religiosity（宗教性指標）の模索

「宗教的自然観」「無宗教（うちreligious Indifference）」
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② 「宗教的自然観」に関する実証研究
林 (1999).

・｢人間／自然重視｣｢神秘感｣｢人間関係の信頼感｣から自然観の構造を捉え、

分析により４タイプを見出す

・神秘感の低いタイプも「宗教的な心は大切」「神社・寺・教会であらたまった気持

ち」が高い

下川・廣瀬 (2017).

・「宗教・自然観尺度」を構成。6因子（｢神仏の存在｣｢神秘性｣｢自然との

一体感｣｢自然保護｣｢自然の脅威｣｢自然の恩情｣）

・児童における「宗教性を帯びた日本の伝統的な自然観」の存在示唆13



② 「宗教的自然観」に関する実証研究

西脇 良 (2004). 日本人の宗教的自然観 ミネルヴァ書房
・心理学的構成概念として、あらたに「宗教的自然観」を提案
・特徴：①対自然認識と対自己認識とが循環していく構造

ex. 「なにごとの おわしますをば しらねども
かたじけなさの なみだこぼるる」

・特徴：②3400名の自然体験記述データより抽出 → コード化
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② 「宗教的自然観」に関する実証研究

課題

Spirituality との概念整理

構成概念「宗教的自然観」をもとに測定尺度を作成

質問紙／インタビュー以外の調査方法の模索
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③ Religious Indifference に着目して

宗教性(religiosity)を「信念・信仰」／Believingの観点で捉え
ようとすると、比較的「わからない」（DK, Can’t choose）回答
率が高くなる

別の「アンテナ」が必要ではないだろうか？

別の index of religiosity（宗教性指標）の模索

「宗教的自然観」「無宗教（うちreligious Indifference）」
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③ Religious Indifference に着目して

（%）
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③ Religious Indifference に着目して

質問紙調査レベルでの回答
「信じていない」「無宗教である」「わからない」「どちらともいえない」etc.

これまで議論の枠外に置かれていなかっただろうか？

このような回答反応の背後にどのような心性を想定できるのか

religiosity と どのような関係にあるのか
（ not religious といえるのか）

21



③ Religious Indifference に着目して
Religiosityの対語／対極にある語（例）

無関心の立場

Apatheism Non-religion Religious indifference

不可知論的立場

Agnosticism Skepticism / Religious skepticism

Agnostic theism Agnostic atheism

否定的立場

Atheism Nontheism Disbelief Godlessness

反宗教（anti-religious）

Anti-religion Antitheism Misotheism Dystheism

世俗化・制度からの離脱
Secularism
Secularization
Laicism Post-religion
Deconversion Irreligion
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③ Religious Indifference に着目して

Quack, J., & Schuh, C. (Eds.). (2019). Religious Indifference：New Perspectives 
from Studies on Secularization and Nonreligion. Springer.

「宗教的無関心とは、宗教のさまざまな側面が生活にとって重要で
も中心的でもなくなった」状態をさす (Quack & Schuh, 2017, p.10)

・無関心は制度的宗教からの距離を示しており、敵意や拒絶を意
味しない

・宗教と直接の関係を欠きつつも、宗教的あるいは非宗教的立場
との関連において位置づけられるべき

・絶対的無関心だけでなく、相対的無関心（伝統的な宗教性の
特定の側面に対してのみ無関心）もある
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③ Religious Indifference に着目して

Brechon(2019)

・EVS（European Values Study）・ISSP調査データを用いて

複数の国における無宗教を検討

→世俗化プロセスは宗教の消失や無神論の高まりというより

むしろ宗教への関心の喪失

→Religious Indifference の人々は、宗教的な人々と無

宗教である人々の間に位置する
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① Religious Indifference に着目して

Ｑ）「あなたの生活にとって神はどの程度重要ですか。『１』は『全く重要でない』を、

また『10』は『非常に重要』を示すとします。1から10までの数字で当てはまるも

のをつお答えください。」

（%）
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③ Religious Indifference に着目して

（%）
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① Religious Indifference に着目して

Keysar (2014)
・Religisosity（belief/behavior/belonging）

× 回答YES/NO で8カテゴリーに分類

→ Religious Indifference は“Fuzzy Middle”を含む複
数のカテゴリーに入るか

Lee (2014)
・｢無宗教」の社会的・文化的アイデンティティを質的に研究

・イギリスの「nonreligious」回答者へのインタビュー調査

→ 「運命」や「スピリチュアルな力」を信じる人が少なくなかった
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④ まとめ
・心理学における宗教性研究は曲がり角に来ている

・制度的／組織的宗教で語られる宗教性を提示してその反応をもとに

宗教性を検討するスタイルに加え、別の宗教性指標を模索する時期

・「わからない」回答→どう訊ねれば 「わかる(I Know)」 のか

・Spirituality研究は宗教性研究を補完しているともいえる

①宗教的自然観研究の可能性

②多様な「無宗教」（一例として Religious Indifference）形態

へのアプローチ
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④ まとめ 進行中のプロジェクト

「ユダヤ－キリスト教的文脈の脱構築を試みる

宗教性／スピリチュアリティの実証的研究」プロジェクト

・2021年7月発足。宗教性に関心のある多様な領域（概念・実証・現場）

の研究者／実践家によるチーム

・現在「日本人の宗教性尺度総まとめプロジェクト」が進行中

①（民俗宗教性・「無宗教」等を考慮した）「新たな宗教性尺度の開発」

②「宗教／スピリチュアリティに関する論文のデータベースの構築」

（ＤＢは2026年3月公開予定）

・実証的宗教心理学領域におけるインフラ作り・土台作り

・実証的宗教心理学を起点とする「日本発の理論構築」へ29
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